
 

 
 

令和２年度 学校評価報告書（実施結果） 
 

 視点 
４年間の目標 

（令和２年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（３月 23日実施） 

総合評価（３月 30日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 
学習指導 

・生徒の自主的な学
びを育む教育課程
を編成し、定時制
の特徴を活かし、
少人数で生徒一人
ひとりに対するき
め細かな指導を実
践する。 

・グローバル社会で
対応できるよう、
ICT 等を活用し、
基礎学力の定着を
図り、興味関心の
あることに対して
深く探究できる力
を養う。 

 

〇家庭学習の機会
を活用し、自学
自習の習慣を身
につける。授業
においても主体
的・対話的な学
びを育成する。 

〇ICT等を活用し授
業改善を推進す
る。基本的な学
力の定着を支援
し、さらに進路
実現を意識した
発展的な学習支
援を実施する。 

・ 家庭学習での課題
の提示と取組に対
する評価の観点を
明確にする。 

・ ICT等を活用し授
業改善を推進し、
教科において資料
を共有する。 

・ 「学び直し」の視
点で「わかる授
業」を実践する。
進学を意識した発
展的な学習を個別
に対応できるよう
にする。 

 

・ 家庭学習の課題の
提出状況・評価を
教科で共有できた
か。 

・ 生徒による授業評
価を実施し、組織
的な授業改善につ
いて検証する。 

・ 基礎学力の定着の
講習や発展的な補
習を活用して資格
取得や上級学校を
目指すことなどを
目標に参加する生
徒数が増加した
か。 

・ ICTを活用し、家庭学
習における映像教材や
課題提示、提出による
新しい学びの体制の基
盤を整えることができ
た。 

・ 11月に、ICTを活用し
た主体的・対話的で深
い学びを目標とした公
開研究授業及び、研究
協議を実施し、授業改
善に向けた取り組みを
行った。 

・ 生徒の基礎学力の向上
を目指して、独自の模
擬試験を12月に実施
し、結果を生徒に示す
ことができた。 

 

・ 生徒による授業アンケ
ートによると、「授業
内で、自身で考えるこ
と、解決すること」が
比較的達成できてお
り、能動的な学びが生
徒に浸透し始めてき
た。 

・ 今後、ICTを織り交ぜ
ながら、主体性を育
み、基礎学力の定着が
図れるような授業を実
践し、生徒が自己肯定
感を高められるような
工夫を検討する必要が
ある。 

・ ICT等を活用した主体
的・対話的で深い学び
を目標とした公開授業
や、独自の模擬試験の
実施など、基礎学力の
定着を図った、先生方
の組織的な取り組みは
努力の跡が見て取れ、
大変効果的な取り組み
と考える。 

・ 学校を休まず来ること
がまず大切なことと思
います。引き続き実施
されたい。 

 

・ ICT等を活用した家庭学習を職員間
で情報を共有しながら実践した。オ
ンライン上（Classroom）で生徒の
状況を把握しながら授業を実施でき
た。 

・ 具体的なテーマを掲げ、ICT等を用
いた研究授業を実施し、基礎学力の
定着を目的とした授業改善に組織的
に取り組むことができた。 

・ 基礎学力を育成する機会として、校
内模擬試験を実施した。 

・ わかる授業の実践のため、より多く
の授業でICT等が活用できる体制を
整える。 

・ 生徒による授業評価や研究授業で得
られた評価をもとに、学校全体で授
業改善に取り組む体制を整える。 

・ 基礎学力の定着や、発展的な学習に
対応するため、チーム・ティーチン
グの授業を増やすとともに、個別対
応の学習機会を増やす。 

２ 
(幼児・児童) 
生徒指導・支援 

・共生教育の実現を
目指し、高い人権
意識を醸成する。 

・組織的な支援体制
を構築し、外部機
関との連携を図
り、心身ともに健
全な学校生活が送
れるよう支援す
る。 

・家庭と連携を図
り、基本的な生活
習慣の確立を図る
とともに成人年齢
の引き下げに伴
い、高校時代に成
人としての自覚・
責任が持てるよう
自立を支援する。 

○多様性を理解
し、思いやり教
育を推進する。 

〇中学校からの支
援の引継ぎを的
確に行い、早い
時期に生徒個々
の特性を把握
し、当該生徒の
特性や状況に応
じた支援をす
る。 

〇家庭と連携を図
り、生活習慣の
確立や人間とし
ての自立を促
し、進級・卒業
へ向けて学校全
体で支援してい
く。 

・ 違いや特性を個性
ととらえ、高い人
権意識を醸成し思
いやり教育実践す
る。 

・ 始業後早い時期に
２年生以上は二者
面談を、１年生に
対して、ＳＣ・Ｓ
ＳＷとの面接を実
施し、生徒ひとり
一人の特性を理解
する。 

・ 1学期には、生徒
保護者を交え、学
習の結果を伝える
とともに、学校生
活上の課題、希望
する進路や家庭で
の生活状況などを
話題に面談を行
う。 

・ 思いやり教育が推
進できたか。人間
関係に関する悩み
相談の件数が減少
したか。 

・ 支援が必要な生徒
に対して、外部と
の連携や支援計画
を立てることがで
きたか。そして、
安定した学校生活
を送れるようにな
ったか。 

・ 年間で欠席日数が
30日以上の生徒
数、進級・卒業判
定時に欠時超過生
徒が、令和元年度
を下回ったか。 

 

・ コロナ禍の中、感染
防止策を講じなが
ら、こころサポート
事業や性感染症防
止・薬物乱用防止に
係る講演会を実施し
た。 

・ ＳＳＷを通じて効果
的な支援を行い、生
徒の進級、卒業に向
けた安定した学校生
活を支えることが出
来た。 

・ 年間欠席日数が30
日以上の生徒は前年
度と比較して減少し
た。 

・ 潜在的な人間関係の悩
みについて、ＳＣの活
用、面談を適時行い、
問題の早期発見に努め
る。 

・ 特別支援学校との連携
を継続する。中高の連
携を密にし、高校入学
時のギャップが生徒に
及ぼす影響を小さくす
るよう組織的に動く態
勢を作る。 

・ 家庭との連携を継続的
に行う。また、面談を
設定し生徒や、生徒を
取り巻く環の把握に努
める。 

・ 社会人として求められ
る基本的なマナーの定
着が図られるように、
保護者との連携を行い
今後も生徒の理解と共
に支援をお願いした
い。こころサポート事
業や講演会を実施した
ことを高く評価する。 

・ 生徒が気軽に相談しや
すい環境を作って行く
ことが大切と思う。友
達作りも大切です。 

・ 生徒向けの講演会については、コロ
ナ禍の中でもほぼ例年通りの回数実
施することができた。職員向けの研
修が十分とは言えない状況なのが課
題である。 

・ 伊勢原養護学校に授業観察を依頼
し、その後ケース会議にも出席して
いただき、生徒の支援方策をともに
考える機会を持つことが出来た。ま
た、課題のある生徒について、中学
校との連絡を密にとり支援に役立て
ることが出来た。これらのことが散
発的に行われていることが課題であ
る。 

・ 不登校生徒は昨年度と比較して減少
したものの、学校内で対人関係を築
くことが苦手な生徒に対しての支援
策が体系的にできていない点が課題
である。 

・ 生徒向けの講演会だけでなく、職員
向けの研修会も十分に実施し、生徒
支援に向けた知識や資質について向
上を図る。 

・ 中学校や、特別支援学校等の外部と
の連携を学校の仕組みとして整理
し、継続的な支援体制の構築を図
る。 

・ 生徒の居場所になる場所を学校内に
整備する。授業時間外の相談や、ク
ールダウンのためのリソースルーム
として活用できる場所を整備する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 視点 
４年間の目標 

（令和２年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（３月23日実施） 

総合評価（３月30日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

３ 進路指導・支援 

・生徒のニーズの
変化に伴い、一
人ひとりの進路
実現に対応でき
るよう幅広いキ
ャリア教育を実
践する。定時制
改革において進
路実現が大きな
テーマである。 

・自分の将来に対
して、自ら向き
合い、主体的に
準備できるよう
様々な経験を積
む機会を支援す
る。 

〇これからの社会
で必要とされる
資質を理解し、
自分の将来につ
いて、主体的に
考えられる能力
や資質を育成す
る。 

〇学校行事・部活
動・ボランティ
ア活動等を通し
て学校貢献・社
会貢献ができる
人材を育む。 

・ 就労支援体制を整
え、ハローワーク
等の外部機関と連
携し、早い段階で
準備を進める。進
学指導についても
情報の共有を図
り、個別に支援す
る。 

・ 学校行事・部活
動・ボランティア
活動等において、
生徒が主体的に企
画・運営・活動が
できるよう支援
し、達成感・充実
感を体験させる。 

・ 進路相談期間を設
け個別に丁寧な支
援ができたか。外
部機関との連携に
よる進路指導や情
報提供ができた
か。 

・ 生徒自らが進路を
考え、積極的に進
路実現に向けて行
動できたか。 

・ 学校行事や部活動
等に参加する人数
が増加したか。上
級学校への受験者
数が増えたか。 

・ ３者面談や進路指
導週間の設置、ハ
ローワークによる
キャリアガイダン
スを在校生向けに
も実施し、情報を
提供するととも
に、生徒の進路に
ついての意識を高
める機会とした。 

・ コロナ禍において
体育祭の在り方、
実施可能な種目
等、感染防止策を
含め、生徒が主体
的に企画・運営を
したことにより、
生徒の達成感や充
実感も上がった。 

・ 新年度当初に生徒が
登校できなかったこ
とから、「総合的な
学習の時間」「総合
的な探究の時間」を
活用した計画的な進
路指導ができなかっ
た。対面で、自らの
進路について考える
内容を精選し、継続
して取組むととも
に、オンラインでも
取組める内容の工夫
やコンテンツを作成
する。 

・ 学校行事を見直し、
より多くの生徒が企
画・運営に関わり、
参加者を増加させる
とともに、生徒が達
成感を感じられるよ
うな工夫をする。 

・ 生徒が自主的に体育祭を企
画・運営したことを高く評
価する。早い時期からキャ
リア教育を行ったことは高
く評価できる。 

・ 以前は仕事を持った生徒が
多くいたと思うが、現在は
中学校からの一つの進路先
として通っている生徒も多
いと思われる。高等学校を
卒業して自分の進路に対し
てしっかりと向き合える生
徒の育成を願っています。 

・ 社会に出て何をしたいか、
「世のため、人のため」自
分がする仕事がそれになっ
てくれるよう指導していた
だきたい。 

・ 進路相談期間を設け、生徒一人ひと
りに個別に支援するとともに、外部
機関と連携し、進路指導や情報提供
をおこなった。また、在校生向けの
キャリアガイダンスをハローワーク
に依頼し、実施した。 

・ コロナ禍での体育祭実施について、
生徒が主体となり、実施するための
企画・運営をおこなった。生徒一人
ひとりに行事での役割を与えること
で、意欲的に取り組む生徒が増え
た。 

・ 進路について、具体的な考えがない
まま活動する生徒が少なくないた
め、入学年次からの準備が必要であ
り、外部機関と連携して計画的に進
路指導を進める。 

・ 対面での指導に加え、オンラインで
取組めるコンテンツを作成する。 

・ 多くの生徒が行事に参加できるよ
う、学校行事の見直しをおこない、
企画段階から生徒が積極的に参加で
きるようにする。 

４ 地域等との協働 

・社会的な自立を
促すために「地
域の教育力」を
活用し、交流・
活動する場面を
増やす。 

・定時制の活動を
知ってもらうた
めにHPでの広報
活動や学校説明
会の実施など積
極的に外部への
発信を推進す
る。 

〇コミュニティ・
スクールを活用
して地域の教育
力を取り入れ学
校行事等充実を
図る。 

○人間性と社会性
の育成を図るた
めに学校説明会
の運営やボラン
ティア活動を積
極的に行い、活
動をHP等で発信
する。 

・ 地域貢献活動の内
容を精選し、地域
と密着する活動に
する。 

・ HPの充実を図り、
学校の最新情報を
広く、迅速に提供
し、開かれた学校
づくりに取り組
む。 

・ 学校説明会を生徒
が企画・運営し、
定時制の良い面を
発信する。 

・ 地域の方々 と協
働・連携し、地域
貢献活動の意義を
深めることができ
たか。 

・ HPの内容が充実
したか、更新がタ
イムリーにできた
か。 

・ 学校説明会を生徒
が主体的に企画・
運営できたか。 

・ ホームページの更
新を定期的に実施
し、最新の情報を
伝えることができ
た。 

・ 学校説明会を生徒
主体で行うことに
より、学校の特色
やイメージをより
分かりやすく伝え
ることができた。 

・ ホームページの更新
頻度を向上させると
ともに内容を精選
し、学校に対する理
解がより深まるもの
になるよう工夫す
る。 

・ 生徒主体の学校説明
会については、企画
段階から生徒が主体
的にで行えるよう、
教員がサポートす
る。 

・ 達成状況を見てコロナ禍で
も目標達成したのは感心す
る。 

・ HPの定期的更新や生徒主体
の学校説明会など外部への
PRが出来たことを評価す
る。 

・ 全日制同様、地域に貢献で
きるものがあると思いま
す。 

・ 生徒の就いている仕事場か
ら何か地域協力に生かせる
事はないか。 

・ ホームページの更新を定期的に実施
し、最新の情報を伝えることができ
た。 

・ 学校説明会を生徒主体で行うことに
より、学校の特色やイメージをより
分かりやすく伝えることができた。
さらに生徒を主体とした学校説明会
の開催を定着させることが課題であ
る。 

・ ホームページの更新頻度を向上させ
るとともに内容を精選し、学校に対
する理解がより深まるものになるよ
う工夫する。 

・ 生徒主体の学校説明会については、
企画段階から生徒が主体的で行える
よう、教員がサポートする。 

５ 
学校管理 
学校運営 

・教職員の教育公
務員としての意
識向上を図り、
事故・不祥事の
防止を徹底す
る。組織的なチ
ェック体制の確
立を図る。 

・近隣自治体と連
携・協働を図
り、生徒が主体
的に防災教育に
取り組むと共
に、防災に対す
る知識を高め、
意識の醸成を図
る。 

〇各グループの業
務について、横
断的な課題を連
携・協力し、負
担軽減を図り、
事故・不祥事の
防止を徹底す
る。 

〇地域と連携し、
校内の防災対策
や災害時の体制
整備を一層強化
し、生徒の防災
意識を高める。 

・ 職員会議で事故防
止会議を行いい、
教職員の事故・不
祥事に対する意識
を高める。特に会
計処理について
は、私費会計マニ
ュアルを作成しミ
スをなくす。 

・ 地域や自治体と連
携、協働した防災
訓練が定着してき
たので、より内容
を充実させる。 

・ 職員会議で毎回事
故防止会議ができ
たか。会計担当者
会議を定期的に開
催できたか。 

・ 自治体・自治会と
防災計画を確認
し、自治会等と連
携した防災訓練が
できたか。生徒が
主体的に活動でき
たか。 

・ 予算執行フローチ
ャートを作成し、
周知したことで会
計処理の事故防止
に貢献することが
できた。 

・ コロナ禍の中、感
染防止に努めなが
ら防災避難訓練を
行い、生徒の防災
意識を向上させる
ことができた。 

・ 煩雑な作業について
は、フローチャート
を作成するなど事故
防止の策を講じる。 

・ コロナ禍の影響で本
年度は自治会等と連
携した訓練を行うこ
とができなかった。
新年度以降、連携を
深め、充実した訓練
を行っていきたい。 

・ 教職員の方々 のバックアッ
プで地元自治会との連携が
とても上手くいっているの
が感じられる。 

・ 業務フローを“みえる化”
することは有効であり、他
の煩雑な業務についても推
進していただきたい。 

・ 全日制と同じように、自他
の命を守る防災教育はとて
も大切なことである。地元
で活躍できる高校生のあり
方を考えていければ良いと
思います。 

・ 予算執行フローチャートを作成し、
周知したことで会計処理の事故防止
に貢献することができた。 

・ 煩雑な作業についてもミスが発生し
ないような仕組みづくりが課題であ
る。 

・ コロナ禍の中、感染防止に努めなが
ら防災避難訓練を行い、生徒の防災
意識を向上させることができた。コ
ロナ禍の影響で本年度は自治会等と
連携した訓練を行うことができなか
ったことが課題である。 

・ 煩雑な作業についても業務の“みえ
る化”を行い、フローチャートを作
成するなど事故防止の策を講じる。 

・ 新年度以降、自治会等と連携を深
め、充実した訓練を行う。 

 


